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大和証券投資信託委託株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目９番１号
お問い合わせ先（コールセンター）
ＴＥＬ　０１２０－１０６２１２

（営業日の９：00～17：00）
https://www.daiwa-am.co.jp/

◇SUZ0325820191220◇

★当ファンドの仕組みは次の通りでした。
商 品 分 類 追加型投信／海外／債券

信 託 期 間 約４年９カ月間（2015年３月31日～2019年12
月20日）

運 用 方 針 安定した収益の確保と信託財産の着実な成長をめ
ざして運用を行ないます。

主要投資対象

ベビーファンド ダイワ外貨建て日本社債マザー
ファンドの受益証券

ダイワ外貨建て
日 本 社 債
マザーファンド

米ドル、ユーロおよび豪ドル建
ての社債等

組 入 制 限

ベ ビ ー フ ァ ン ド の
マザーファンド組入上限比率 無制限

マ ザ ー フ ァ ン ド の
株 式 組 入 上 限 比 率

純資産総額の
10％以下

分 配 方 針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益
（評価益を含みます。）等とし、原則として、経
費控除後の配当等収益等を中心に分配することを
めざします。ただし、分配対象額が少額の場合に
は、分配を行なわないことがあります。

外貨建てニッポン社債ファンド
2015－03

（為替ヘッジあり／限定追加型）
（為替ヘッジなし／限定追加型）

運用報告書（全体版）
満期償還

（償還日　2019年12月20日）
（作成対象期間　2019年９月25日～2019年12月20日）

受益者のみなさまへ

　毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。
　当ファンドは、日系企業が発行する外貨建
ての社債等に投資することにより、安定した
収益の確保と信託財産の着実な成長をめざし
ており、信託期間中につきましてもそれに
沿った運用を行ないました。ここに、謹んで
運用状況と償還の内容をお知らせいたしま
す。
　今後とも一層のお引立てを賜りますよう、
お願い申し上げます。
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外貨建てニッポン社債ファンド2015－03（為替ヘッジあり／限定追加型）

為替ヘッジあり／限定追加型

最近５期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額

公 社 債
組 入 比 率

債 券 先 物
比 率

純 資 産
総 額(分配落) 税 込 み

分 配 金
期 中
騰 落 率

円 円 ％ ％ ％ 百万円
６期末（2018年３月22日） 9,564 30 △2.7 94.0 － 642
７期末（2018年９月25日） 9,420 25 △1.2 98.6 － 571
８期末（2019年３月22日） 9,528 10 1.3 95.8 － 544
９期末（2019年９月24日） 9,917 10 4.2 95.4 － 429
償　還（2019年12月20日） 9,923.26 － 0.1 － － 380
（注１）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注２）公社債および債券先物の組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注３）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）を除きます。
（注４）債券先物比率は買建比率－売建比率です。
（注５）当ファンドは、ファンドの運用方針に対して適切な比較指数がないため、ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。
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外貨建てニッポン社債ファンド2015－03（為替ヘッジあり／限定追加型）

運用経過

基準価額等の推移について
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基準価額（左軸） 純資産総額（右軸）

■基準価額・騰落率
設定時：10,000円
償還時： 9,923円26銭（既払分配金405円）
騰落率：3.4％（分配金再投資ベース）

■基準価額の主な変動要因
　「ダイワ外貨建て日本社債マザーファンド」の受益証券を通じて、主として日系企業が発行する米ド
ル建ての社債に投資し、為替変動リスクを低減するため、為替ヘッジを行った結果、保有債券からの利
息収入などを反映し、基準価額は上昇しました。くわしくは「設定以来の投資環境について」をご参照
ください。
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外貨建てニッポン社債ファンド2015－03（為替ヘッジあり／限定追加型）

年 月 日
基 準 価 額 公 社 債

組 入 比 率
債 券 先 物
比 率騰 落 率

円 ％ ％ ％
（期首）2019年９月24日 9,917 － 95.4 －

９月末 9,928 0.1 96.3 －
10月末 9,939 0.2 96.7 －
11月末 9,932 0.2 － －

（償還）2019年12月20日 9,923.26 0.1 － －
（注）騰落率は期首比。
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外貨建てニッポン社債ファンド2015－03（為替ヘッジあり／限定追加型）

設定以来の投資環境について (2015.３.31～2019.12.20)

■海外債券市況
海外債券市場では、金利は低下しました。
　2015年８月の中国・人民元切下げを契機に中国の景気減速懸念が広がると、原油など商品市況が一
段安となったことも市場のリスク回避姿勢を強め、社債金利は2016年前半にかけてスプレッド（国債
に対する上乗せ金利）の拡大を伴って上昇しました。その後、人民元の急落や英国のＥＵ（欧州連合）
離脱に対する警戒感などを背景に主要国の国債金利が低下する中、社債金利は日銀やＥＣＢ（欧州中央
銀行）による新たな金融緩和策に支援され、スプレッドの縮小とともに低下しました。2016年後半に
は、米国大統領選挙で勝利したトランプ氏の経済政策に対する期待感から、国債金利に連れて社債金利
も大きく上昇しました。2017年に入ると、トランプ政権の政策実行能力への懸念や北朝鮮情勢への警
戒感などが、金利上昇を抑制する要因となりました。９月以降は、ＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）
が継続的な利上げ実施を示唆する中、バランスシートの縮小開始を決定したこともあり、社債金利は国
債金利とともに上昇基調となりました。しかし2018年12月からは、米国の金融政策の方向性が緩和に
転じ利下げが実行されたことや、トランプ米国大統領が中国製品に対する関税率を引き上げる方針を示
し米中通商協議への懸念が強まったことなどを受け、社債金利は国債金利とともに低下しました。

信託期間中の運用方針

■当ファンド
　「ダイワ外貨建て日本社債マザーファンド」の受益証券を高位に組み入れるとともに、為替変動リス
クを低減するため、為替ヘッジを行います。
■ダイワ外貨建て日本社債マザーファンド
　主として日系企業が発行する外貨建ての社債等に投資し、安定した収益の確保および信託財産の着実
な成長をめざして運用を行います。
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外貨建てニッポン社債ファンド2015－03（為替ヘッジあり／限定追加型）

信託期間中のポートフォリオについて (2015.３.31～2019.12.20)

■当ファンド
　「ダイワ外貨建て日本社債マザーファンド」の受益証券を高位に組み入れるとともに、為替変動リス
クを低減するため、為替ヘッジを行いました。
■ダイワ外貨建て日本社債マザーファンド
　主として日系企業が発行する米ドル建ての社債等に投資し、安定した収益の確保および信託財産の着
実な成長をめざして運用を行いました。業種別では、流動性や利回り面で投資妙味のある金融セクター
を軸とするポートフォリオ構成を維持しました。

ベンチマークとの差異について

　当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび参考指数を設けておりません。

分配金について

　１万口当り、第１期～第４期各70円、第５期50円、第６期30円、第７期25円、第８期～第９期各10
円の収益分配を行いました。

　受益者のみなさまにおかれましては、当ファンドをご愛顧いただき厚く御礼申し上げます。今後とも証
券投資信託の運用につきましては、受益者のみなさまのご期待に沿えますよう万全を期して努力する所存
でございますので、一層のご愛顧を賜りますようよろしくお願い申し上げます。
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外貨建てニッポン社債ファンド2015－03（為替ヘッジあり／限定追加型）

１万口当りの費用の明細

項 目
当期

（2019.９.25～2019.12.20） 項 目 の 概 要
金 額 比 率

信 託 報 酬 33円 0.333％
信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率

当作成期中の平均基準価額は9,936円です。

（投 信 会 社） （13） （0.131）
投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託銀行への運用指図、基準価額の計算、法
定書面等の作成等の対価

（販 売 会 社） （19） （0.196）
販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの管理、購入後
の情報提供等の対価

（受 託 銀 行） （1） （0.006） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料 ─ ─
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税 ─ ─
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用 0 0.002 その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（保 管 費 用） （0） （0.002）
保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および資金の送金・
資産の移転等に要する費用

（そ の 他） （0） （0.000） 信託事務の処理等に関するその他の費用

合 計 33 0.335
（注１）当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算

出した結果です。
（注２）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注３）各比率は１万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第３位未満を四捨五入してあり

ます。
（注４）組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払った金額のう

ち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、各項目の費用は、当該
投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「１万口当りの費用の明細」が取得でき
るものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。
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外貨建てニッポン社債ファンド2015－03（為替ヘッジあり／限定追加型）

■総経費率
　当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当り）を乗
じた数で除した総経費率（年率）は1.41％です。

（注１）１万口当りの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注２）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注３）各比率は、年率換算した値です。

運用管理費用
（投信会社）
0.55％

運用管理費用
（販売会社）
0.82％

運用管理費用
（受託会社）
0.03％

その他費用
0.01％

総経費率
1.41％

参考情報
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外貨建てニッポン社債ファンド2015－03（為替ヘッジあり／限定追加型）

■売買および取引の状況
　親投資信託受益証券の設定、解約状況

（2019年９月25日から2019年12月20日まで）
設 定 解 約

口 数 金 額 口 数 金 額
千口 千円 千口 千円

ダイワ外貨建て日本
社債マザーファンド 5,228 7,000 330,279 442,537

（注）単位未満は切捨て。

■利害関係人との取引状況等

　当作成期中における利害関係人との取引はありませ
ん。

■組入資産明細表

　最終期末における有価証券等の組み入れはありませ
ん。

種 類
期 首
口 数

千口
ダイワ外貨建て日本社債マザーファンド 325,050
（注）単位未満は切捨て。

■投資信託財産の構成
2019年12月20日現在

項 目
償 還 時

評 価 額 比 率
千円 ％

コール・ローン等、その他 382,219 100.0
投資信託財産総額 382,219 100.0
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2019年12月20日現在

項 目 償 還 時
(Ａ) 資産 382,219,811円

コール・ローン等 382,219,811
(Ｂ) 負債 1,373,804

未払信託報酬 1,371,119
未払利息 2,685

(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 380,846,007
元本 383,791,327
償還差損益金 △  2,945,320

(Ｄ) 受益権総口数 383,791,327口
１万口当り償還価額(Ｃ／Ｄ) 9,923円26銭

＊期首における元本額は433,595,010円、当作成期間中における追加設定元本額
は55,987円、同解約元本額は49,859,670円です。
＊償還時の計算口数当りの純資産額は9,923円26銭です。
＊償還時の純資産総額が元本額を下回っており、その差額は2,945,320円です。

■損益の状況
当期　自2019年９月25日　至2019年12月20日

項 目 当 期
(Ａ) 配当等収益 △    13,958円

受取利息 951
支払利息 △    14,909

(Ｂ) 有価証券売買損益 1,632,373
売買益 17,229,714
売買損 △15,597,341

(Ｃ) 信託報酬等 △ 1,371,167
(Ｄ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 247,248
(Ｅ) 前期繰越損益金 △ 4,887,006
(Ｆ) 追加信託差損益金 1,694,438

(配当等相当額) (　   532,482)
(売買損益相当額) (　 1,161,956)

(Ｇ) 合計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △ 2,945,320
償還差損益金(Ｇ) △ 2,945,320

（注１）信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注２）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。
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外貨建てニッポン社債ファンド2015－03（為替ヘッジあり／限定追加型）

投資信託財産運用総括表

信託期間 投資信託契約締結日 2015年３月31日 投資信託契約終了時の状況
投資信託契約終了日 2019年12月20日 資産総額 382,219,811円

区分 投資信託契約締結当初 投資信託契約終了時 差引増減
又は追加信託

負債総額 1,373,804円
純資産総額 380,846,007円

受益権口数 534,209,416口 383,791,327口 △150,418,089口 受益権口数 383,791,327口
元本額 534,209,416円 383,791,327円 △150,418,089円 １単位当り償還金 9,923円26銭

毎計算期末の状況

計算期 元本額 純資産総額 基準価額
１単位当り分配金

金額 分配率
円 円 円 円 ％

第１期 1,387,660,896 1,359,083,679 9,794 70 0.70
第２期 1,299,933,978 1,289,911,022 9,923 70 0.70
第３期 893,245,713 908,064,311 10,166 70 0.70
第４期 832,989,371 811,792,272 9,746 70 0.70
第５期 711,556,386 701,697,220 9,861 50 0.50
第６期 671,530,871 642,268,046 9,564 30 0.30
第７期 606,778,015 571,587,258 9,420 25 0.25
第８期 571,061,933 544,089,905 9,528 10 0.10
第９期 433,595,010 429,988,145 9,917 10 0.10

（注）１単位は受益権１万口。

償 還 金 の お 知 ら せ
１ 万 口 当 り 償 還 金 9,923円26銭

償還金の課税上の取扱いについて
・償還時の差益（償還価額から取得費用（申込手数料（税込み）を含む）を控除した利益）については、譲渡所得とみなされ、
20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％および地方税５％）の税率により、申告分離課税が適用されます。
・法人の受益者の場合、税率が異なります。
・税法が改正された場合等には、上記の内容が変更になることがあります。くわしくは、販売会社にお問い合わせください。
・課税上の取扱いの詳細につきましては、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。
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外貨建てニッポン社債ファンド2015－03（為替ヘッジなし／限定追加型）

為替ヘッジなし／限定追加型

最近５期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額

公 社 債
組 入 比 率

債 券 先 物
比 率

純 資 産
総 額(分配落) 税 込 み

分 配 金
期 中
騰 落 率

円 円 ％ ％ ％ 百万円
６期末（2018年３月22日） 8,693 70 △7.5 95.4 － 346
７期末（2018年９月25日） 9,227 70 6.9 97.4 － 327
８期末（2019年３月22日） 9,228 70 0.8 96.2 － 292
９期末（2019年９月24日） 9,446 50 2.9 95.4 － 243
償　還（2019年12月20日） 9,583.63 － 1.5 － － 186
（注１）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注２）公社債および債券先物の組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注３）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）を除きます。
（注４）債券先物比率は買建比率－売建比率です。
（注５）当ファンドは、ファンドの運用方針に対して適切な比較指数がないため、ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。
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外貨建てニッポン社債ファンド2015－03（為替ヘッジなし／限定追加型）

運用経過

基準価額等の推移について
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■基準価額・騰落率
設定時：10,000円
償還時： 9,583円63銭（既払分配金610円）
騰落率：2.4％（分配金再投資ベース）

■基準価額の主な変動要因
　「ダイワ外貨建て日本社債マザーファンド」の受益証券を通じて、主として日系企業が発行する米ド
ル建ての社債に投資した結果、円高米ドル安はマイナス要因になったものの保有債券からの利息収入な
どを反映し、基準価額は上昇しました。くわしくは「設定以来の投資環境について」をご参照ください。
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外貨建てニッポン社債ファンド2015－03（為替ヘッジなし／限定追加型）

年 月 日
基 準 価 額 公 社 債

組 入 比 率
債 券 先 物
比 率騰 落 率

円 ％ ％ ％
（期首）2019年９月24日 9,446 － 95.4 －

９月末 9,481 0.4 95.7 －
10月末 9,589 1.5 96.9 －
11月末 9,592 1.5 － －

（償還）2019年12月20日 9,583.63 1.5 － －
（注）騰落率は期首比。
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外貨建てニッポン社債ファンド2015－03（為替ヘッジなし／限定追加型）

設定以来の投資環境について (2015.３.31～2019.12.20)

■海外債券市況
海外債券市場では、金利は低下しました。
　2015年８月の中国・人民元切下げを契機に中国の景気減速懸念が広がると、原油など商品市況が一
段安となったことも市場のリスク回避姿勢を強め、社債金利は2016年前半にかけてスプレッド（国債
に対する上乗せ金利）の拡大を伴って上昇しました。その後、人民元の急落や英国のＥＵ（欧州連合）
離脱に対する警戒感などを背景に主要国の国債金利が低下する中、社債金利は日銀やＥＣＢ（欧州中央
銀行）による新たな金融緩和策に支援され、スプレッドの縮小とともに低下しました。2016年後半に
は、米国大統領選挙で勝利したトランプ氏の経済政策に対する期待感から、国債金利に連れて社債金利
も大きく上昇しました。2017年に入ると、トランプ政権の政策実行能力への懸念や北朝鮮情勢への警
戒感などが、金利上昇を抑制する要因となりました。９月以降は、ＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）
が継続的な利上げ実施を示唆する中、バランスシートの縮小開始を決定したこともあり、社債金利は国
債金利とともに上昇基調となりました。しかし2018年12月からは、米国の金融政策の方向性が緩和に
転じ利下げが実行されたことや、トランプ米国大統領が中国製品に対する関税率を引き上げる方針を示
し米中通商協議への懸念が強まったことなどを受け、社債金利は国債金利とともに低下しました。
■為替相場
米ドルは対円で下落しました。
　為替市場では、中国・人民元の下落や英国のＥＵ（欧州連合）離脱に対する警戒感が強まった2016
年など、市場のリスク回避姿勢が強まる局面で円が主要通貨に対して強含みました。日本が金融緩和を
維持する一方、米国は継続的に利上げを実施するなど、円安米ドル高が進行する地合はあったものの、
信託期間を通じては円高圧力が優勢となりました。

信託期間中の運用方針

■当ファンド
「ダイワ外貨建て日本社債マザーファンド」の受益証券を高位に組み入れます。
■ダイワ外貨建て日本社債マザーファンド
　主として日系企業が発行する外貨建ての社債等に投資し、安定した収益の確保および信託財産の着実
な成長をめざして運用を行います。
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外貨建てニッポン社債ファンド2015－03（為替ヘッジなし／限定追加型）

信託期間中のポートフォリオについて (2015.３.31～2019.12.20)

■当ファンド
「ダイワ外貨建て日本社債マザーファンド」の受益証券を高位に組み入れました。
■ダイワ外貨建て日本社債マザーファンド
　主として日系企業が発行する米ドル建ての社債等に投資し、安定した収益の確保および信託財産の着
実な成長をめざして運用を行いました。業種別では、流動性や利回り面で投資妙味のある金融セクター
を軸とするポートフォリオ構成を維持しました。

ベンチマークとの差異について

　当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび参考指数を設けておりません。

分配金について

　１万口当り、第１期～第８期各70円、第９期50円の収益分配を行いました。

　受益者のみなさまにおかれましては、当ファンドをご愛顧いただき厚く御礼申し上げます。今後とも証
券投資信託の運用につきましては、受益者のみなさまのご期待に沿えますよう万全を期して努力する所存
でございますので、一層のご愛顧を賜りますようよろしくお願い申し上げます。
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外貨建てニッポン社債ファンド2015－03（為替ヘッジなし／限定追加型）

１万口当りの費用の明細

項 目
当期

（2019.９.25～2019.12.20） 項 目 の 概 要
金 額 比 率

信 託 報 酬 32円 0.333％
信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率

当作成期中の平均基準価額は9,559円です。

（投 信 会 社） （12） （0.131）
投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託銀行への運用指図、基準価額の計算、法
定書面等の作成等の対価

（販 売 会 社） （19） （0.196）
販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの管理、購入後
の情報提供等の対価

（受 託 銀 行） （1） （0.006） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料 ─ ─
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税 ─ ─
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用 0 0.002 その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（保 管 費 用） （0） （0.002）
保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および資金の送金・
資産の移転等に要する費用

（そ の 他） （0） （0.000） 信託事務の処理等に関するその他の費用

合 計 32 0.335
（注１）当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算

出した結果です。
（注２）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注３）各比率は１万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第３位未満を四捨五入してあり

ます。
（注４）組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払った金額のう

ち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、各項目の費用は、当該
投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「１万口当りの費用の明細」が取得でき
るものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。
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外貨建てニッポン社債ファンド2015－03（為替ヘッジなし／限定追加型）

■総経費率
　当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当り）を乗
じた数で除した総経費率（年率）は1.41％です。

（注１）１万口当りの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注２）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注３）各比率は、年率換算した値です。

運用管理費用
（投信会社）
0.55％

運用管理費用
（販売会社）
0.82％

運用管理費用
（受託会社）
0.03％

その他費用
0.01％

総経費率
1.41％

参考情報
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外貨建てニッポン社債ファンド2015－03（為替ヘッジなし／限定追加型）

■売買および取引の状況
　親投資信託受益証券の設定、解約状況

（2019年９月25日から2019年12月20日まで）
設 定 解 約

口 数 金 額 口 数 金 額
千口 千円 千口 千円

ダイワ外貨建て日本
社債マザーファンド － － 184,142 246,684

（注）単位未満は切捨て。

■組入資産明細表

　最終期末における有価証券等の組み入れはありませ
ん。

種 類
期 首
口 数

千口
ダイワ外貨建て日本社債マザーファンド 184,142
（注）単位未満は切捨て。

■利害関係人との取引状況等

　当作成期中における利害関係人との取引はありませ
ん。

■投資信託財産の構成
2019年12月20日現在

項 目
償 還 時

評 価 額 比 率
千円 ％

コール・ローン等、その他 187,599 100.0
投資信託財産総額 187,599 100.0
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2019年12月20日現在

項 目 償 還 時
(Ａ) 資産 187,599,764円

コール・ローン等 187,599,764
(Ｂ) 負債 740,951

未払信託報酬 739,634
未払利息 1,317

(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 186,858,813
元本 194,977,097
償還差損益金 △  8,118,284

(Ｄ) 受益権総口数 194,977,097口
１万口当り償還価額(Ｃ／Ｄ) 9,583円63銭

＊期首における元本額は258,075,909円、当作成期間中における追加設定元本額
は161,319円、同解約元本額は63,260,131円です。
＊償還時の計算口数当りの純資産額は9,583円63銭です。
＊償還時の純資産総額が元本額を下回っており、その差額は8,118,284円です。

■損益の状況
当期　自2019年９月25日　至2019年12月20日

項 目 当 期
(Ａ) 配当等収益 △     6,551円

受取利息 599
支払利息 △     7,150

(Ｂ) 有価証券売買損益 3,434,255
売買益 3,902,558
売買損 △   468,303

(Ｃ) 信託報酬等 △   739,638
(Ｄ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 2,688,066
(Ｅ) 前期繰越損益金 △11,154,159
(Ｆ) 追加信託差損益金 347,809

(配当等相当額) (　   408,499)
(売買損益相当額) (△    60,690)

(Ｇ) 合計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △ 8,118,284
償還差損益金(Ｇ) △ 8,118,284

（注１）信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注２）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。
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外貨建てニッポン社債ファンド2015－03（為替ヘッジなし／限定追加型）

投資信託財産運用総括表

信託期間 投資信託契約締結日 2015年３月31日 投資信託契約終了時の状況
投資信託契約終了日 2019年12月20日 資産総額 187,599,764円

区分 投資信託契約締結当初 投資信託契約終了時 差引増減
又は追加信託

負債総額 740,951円
純資産総額 186,858,813円

受益権口数 88,296,972口 194,977,097口 106,680,125口 受益権口数 194,977,097口
元本額 88,296,972円 194,977,097円 106,680,125円 １単位当り償還金 9,583円63銭

毎計算期末の状況

計算期 元本額 純資産総額 基準価額
１単位当り分配金

金額 分配率
円 円 円 円 ％

第１期 680,529,299 668,533,672 9,824 70 0.70
第２期 625,918,363 583,487,497 9,322 70 0.70
第３期 570,869,550 494,684,952 8,665 70 0.70
第４期 535,830,445 496,591,360 9,268 70 0.70
第５期 474,104,847 449,156,440 9,474 70 0.70
第６期 398,701,593 346,587,120 8,693 70 0.70
第７期 354,769,536 327,330,691 9,227 70 0.70
第８期 316,806,224 292,340,773 9,228 70 0.70
第９期 258,075,909 243,772,345 9,446 50 0.50

（注）１単位は受益権１万口。

償 還 金 の お 知 ら せ
１ 万 口 当 り 償 還 金 9,583円63銭

償還金の課税上の取扱いについて
・償還時の差益（償還価額から取得費用（申込手数料（税込み）を含む）を控除した利益）については、譲渡所得とみなされ、
20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％および地方税５％）の税率により、申告分離課税が適用されます。
・法人の受益者の場合、税率が異なります。
・税法が改正された場合等には、上記の内容が変更になることがあります。くわしくは、販売会社にお問い合わせください。
・課税上の取扱いの詳細につきましては、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。
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大和証券投資信託委託株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目９番１号
https://www.daiwa-am.co.jp/

ダイワ外貨建て日本社債マザーファンド

運用報告書　第11期（決算日　2019年９月24日）

（作成対象期間　2019年３月23日～2019年９月24日）

ダイワ外貨建て日本社債マザーファンドの運用状況をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
運 用 方 針 安定した収益の確保と信託財産の着実な成長をめざして運用を行ないます。
主 要 投 資 対 象 米ドル、ユーロおよび豪ドル建ての社債等
株 式 組 入 制 限 純資産総額の10％以下
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ダイワ外貨建て日本社債マザーファンド

年 月 日
基 準 価 額 公 社 債

組 入 比 率
債 券 先 物
比 率騰 落 率

円 ％ ％ ％
（期首）2019年３月22日 12,706 － 96.8 －

３月末 12,851 1.1 97.3 －
４月末 12,987 2.2 97.2 －
５月末 12,889 1.4 97.8 －
６月末 12,918 1.7 98.2 －
７月末 13,061 2.8 97.7 －
８月末 13,102 3.1 95.5 －

（期末）2019年９月24日 13,168 3.6 95.9 －
（注１）騰落率は期首比。
（注２）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）を除きます。
（注３）債券先物比率は買建比率－売建比率です。
（注４）当ファンドは、ファンドの運用方針に対して適切な比較指数がないため、

ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。

上乗せ金利）は縮小圧力が強まり、多くの銘柄の金利は低下しまし
た。
○為替相場
米ドルは対円で下落しました。
　当作成期首より、米中通商交渉への懸念が高まったことや各国の
中央銀行が金融緩和に前向きな姿勢を示したことなどから、円高米
ドル安が進行しました。2019年８月からは、トランプ米国大統領
が中国製品に対する関税率を引き上げる方針を示したことなどから
市場のリスク回避姿勢が強まり、さらに円高が進みました。９月以
降は、米中貿易摩擦への懸念が和らぐ中で円安米ドル高となりまし
た。

◆前作成期末における「今後の運用方針」
　主として日系企業が発行する米ドル建ての債券に投資し、金融セク
ターを軸としたポートフォリオを維持することにより、安定した収益
の確保と信託財産の着実な成長をめざす方針です。
◆ポートフォリオについて
　主として日系企業が発行する米ドル建ての債券に投資し、流動性や
利回り面で投資妙味のある金融セクターを軸とするポートフォリオを
維持しました。
◆ベンチマークとの差異について
　当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび
参考指数を設けておりません。

《今後の運用方針》
　主として日系企業が発行する米ドル建ての債券に投資し、金融セク
ターを軸としたポートフォリオを維持することにより、安定した収益の
確保と信託財産の着実な成長をめざす方針です。

■当作成期中の基準価額と市況等の推移

12,400
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13,400
（円）

期　首
（2019.３.22）

期　末
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基準価額

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】
期首：12,706円　期末：13,168円　騰落率：3.6％
【基準価額の主な変動要因】
　主として日系企業が発行する米ドル建ての社債に投資した結果、円
高米ドル安はマイナス要因となったものの、保有債券からの利息収入
や社債金利の低下（債券価格の上昇）を反映し、基準価額は上昇しま
した。
◆投資環境について
○米国債券市況
米国債券市場では、金利が低下しました。
　当作成期首より、2019年３月のＦＯＭＣ（米国連邦公開市場委
員会）において政策金利見通しが引き下げられたことなどから米国
の利下げ観測が高まり、金利が低下しました。５月以降は、トラン
プ米国大統領が中国製品に対する関税率を引き上げる方針を示し、
それに対して中国も米国製品への関税率の引き上げを表明したこと
から米中通商協議への懸念が強まり、金利は低下基調となりました。
７月には利下げが実施され、政策金利の誘導目標レンジは2.25～
2.50％から2.00～2.25％に引き下げられました。
　米ドル建ての社債については、ＦＲＢ（米国連邦準備制度理事
会）の緩和的なスタンスなどを背景に、スプレッド（国債に対する

■１万口当りの費用の明細
項 目 当 期

売買委託手数料 ―円
有価証券取引税 ―
その他費用 1
（保管費用） （1）
（その他） （0）

合　　計 1
（注１）費用の項目および算出法については前掲の「１万口当りの費用の明細」の

項目の概要をご参照ください。
（注２）項目ごとに円未満を四捨五入してあります。

■売買および取引の状況
　公　社　債

（2019年３月23日から2019年９月24日まで）
買 付 額 売 付 額

外
国

千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル
アメリカ 社債券 2,381 31,732

(     －)
（注１）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注２）(　 )内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
（注３）社債券には新株予約権付社債券（転換社債券）は含まれておりません。
（注４）単位未満は切捨て。
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■主要な売買銘柄
　公　社　債

（2019年３月23日から2019年９月24日まで）
当 期

買 付 売 付
銘 柄 金 額 銘 柄 金 額

千円 千円
Mitsui Sumitomo Insurance Co Ltd（日本） 4.95% 永久債 258,726 Mitsui Sumitomo Insurance Co Ltd（日本） 7% 2072/3/15 379,457

Bank of Tokyo-Mitsubishi UFJ Ltd/The（日本） 3.75% 2024/3/10 318,945
Dai-ichi Life Insurance Co Ltd/The（日本） 4% 永久債 274,989
Fukoku Mutual Life Insurance Co（日本） 6.5% 永久債 264,663
Sumitomo Mitsui Banking Corp（日本） 3.65% 2025/7/23 263,635
Meiji Yasuda Life Insurance Co（日本） 5.2% 2045/10/20 259,733
Mizuho Financial Group Cayman 2 Ltd（ケイマン諸島） 4.2% 2022/7/18 247,807
Sompo Japan Insurance Inc（日本） 5.325% 2073/3/28 242,366
Sumitomo Life Insurance Co（日本） 6.5% 2073/9/20 242,271
Mitsui Fudosan Co Ltd（日本） 3.65% 2027/7/20 207,370

（注１）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注２）単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
(1) 外国（外貨建）公社債（通貨別）
作 成 期 当 期 末

区 分 額 面 金 額
評 価 額

組 入 比 率 う ち Ｂ Ｂ 格
以下組入比率

残 存 期 間 別 組 入 比 率
外 貨 建 金 額 邦 貨 換 算 金 額 ５ 年 以 上 ２ 年 以 上 ２ 年 未 満

千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル 千円 ％ ％ ％ ％ ％
アメリカ 14,500 15,594 1,679,402 95.9 － 74.0 21.9 －
（注１）邦貨換算金額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したものです。
（注２）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。
（注３）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。
（注４）評価額および格付情報については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。

(2) 外国（外貨建）公社債（銘柄別）
当 期 末

区 分 銘 柄 種 類 年 利 率 額 面 金 額
評 価 額

償 還 年 月 日
外 貨 建 金 額 邦 貨 換 算 金 額

％ 千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル 千円
アメリカ Sumitomo Mitsui Banking Corp 社 債 券 3.6500 1,200 1,278 137,698 2025/07/23

Meiji Yasuda Life Insurance Co 社 債 券 5.2000 1,200 1,334 143,684 2045/10/20
Dai-ichi Life Insurance Co Ltd/The 社 債 券 4.0000 1,300 1,336 143,965 永久債
Mitsui Fudosan Co Ltd 社 債 券 3.6500 1,200 1,284 138,314 2027/07/20
Mitsui Sumitomo Insurance Co Ltd 社 債 券 4.9500 1,200 1,324 142,590 永久債
Sumitomo Life Insurance Co 社 債 券 6.5000 1,200 1,353 145,739 2073/09/20
Nippon Life Insurance Co 社 債 券 4.7000 1,300 1,396 150,359 2046/01/20
Fukoku Mutual Life Insurance Co 社 債 券 6.5000 1,200 1,339 144,228 永久債
Sompo Japan Insurance Inc 社 債 券 5.3250 1,300 1,392 150,009 2073/03/28
Bank of Tokyo-Mitsubishi UFJ Ltd/The 社 債 券 3.7500 600 635 68,454 2024/03/10
Mizuho Financial Group Cayman 2 Ltd 社 債 券 4.2000 1,200 1,242 133,798 2022/07/18
Mizuho Bank Ltd 社 債 券 3.7500 600 636 68,545 2024/04/16
Mitsubishi Corp 社 債 券 3.3750 1,000 1,040 112,012 2024/07/23

合 計 銘 柄 数 13銘柄
金 額 14,500 15,594 1,679,402

（注１）邦貨換算金額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したものです。
（注２）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。
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■投資信託財産の構成
2019年９月24日現在

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率
千円 ％

公社債 1,679,402 94.9
コール・ローン等、その他 90,943 5.1
投資信託財産総額 1,770,345 100.0
（注１）評価額の単位未満は切捨て。
（注２）外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、９月24日における邦貨換算レートは、１アメリカ・ドル＝
107.69円です。

（注３）当期末における外貨建純資産（1,706,329千円）の投資信託財産総額
（1,770,345千円）に対する比率は、96.4％です。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2019年９月24日現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資産 1,770,345,758円

コール・ローン等 77,245,773
公社債(評価額) 1,679,402,397
未収利息 13,697,588

(Ｂ) 負債 18,500,022
未払解約金 18,500,000
その他未払費用 22

(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,751,845,736
元本 1,330,341,427
次期繰越損益金 421,504,309

(Ｄ) 受益権総口数 1,330,341,427口
１万口当り基準価額(Ｃ／Ｄ) 13,168円

＊期首における元本額は3,896,578,081円、当作成期間中における追加設定元本
額は68,210,775円、同解約元本額は2,634,447,429円です。
＊当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額は、外貨建
てニッポン社債ファンド2015－03（為替ヘッジあり／限定追加型）
325,050,118円、外貨建てニッポン社債ファンド2015－03（為替ヘッジなし
／限定追加型）184,142,435円、外貨建てニッポン社債ファンド（為替ヘッジ
あり）2015－09　165,851,256円、外貨建てニッポン社債ファンド（為替
ヘッジあり）2016－03　655,297,618円です。
＊当期末の計算口数当りの純資産額は13,168円です。

■損益の状況
当期　自2019年３月23日　至2019年９月24日

項 目 当 期
(Ａ) 配当等収益 91,107,333円

受取利息 91,141,973
支払利息 △       34,640

(Ｂ) 有価証券売買損益 60,690,894
売買益 180,417,792
売買損 △  119,726,898

(Ｃ) その他費用 △      382,430
(Ｄ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 151,415,797
(Ｅ) 前期繰越損益金 1,054,221,612
(Ｆ) 解約差損益金 △  804,222,325
(Ｇ) 追加信託差損益金 20,089,225
(Ｈ) 合計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 421,504,309

次期繰越損益金(Ｈ) 421,504,309
（注１）解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注２）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。
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